
分厚い原稿も扱え、普及の先駆けとなった湿式複写機
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酸化亜鉛（ZnO）感光紙を用いる湿式現像を利用した複写機である。透過露光のジアゾ式複
写機（青焼き）と異なり、反射光を利用するため製本された原稿なども複写できた。湿式プ
ロセスや光学系を工夫したことにより小型化と高信頼化を実現した。後継のBS-2と共に「な
んでもコピーの時代」をリードし、日本製の複写機が世界市場で広く認められていく先駆け
となった機種として重要である。
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